方程式の文章題(速さ・往復)

【1】 Ａ町からＢ町まで往復するのに、行きは毎分80m、帰りは毎分60mで歩いたところ全部で35分かかりました。Ａ町からＢ町までの道のりを求めなさい。

【2】 Ａ、Ｂの２地点間を往復するのに、行きは時速5km、帰りは時速6kmで歩いたところ、全部で5時間30分かかった。Ａ、Ｂ２地点間の距離を求めなさい。

【3】 家から駅まで車で往復するときに、行きは時速30km、帰りは時速50kmで走ったところ、全部で32分かかりました。家から駅までのみちのりを求めなさい。

【4】 Ａ地からＢ地まで往復するのに、行きは時速４kmで歩き、帰りは時速6kmで歩いたところ、行きの方が30分多く時間がかかった。Ａ地からＢ地までの道のりを求めなさい。

解答・解説

速さの問題

◆速さの文章題は道のり・速さ・時間の表を作ると考えやすくなる。

　中１範囲の文章題の場合、文字はxだけを使うとよい。

問題文の数値を「み・は・じ」の表に書き込み、求める数をxとしてから、

表の空欄(くうらん)を埋めていく。

　このとき「道のり＝速さ×時間」などの関係を利用することになる。

◆単位をそろえる問題もあるので注意。（20分→
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　時間など）
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（往復の問題）

　み・は・じの表を作る。
　往復問題は[行きの道のり]＝[帰りの道のり]
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【1】

[行きの時間]＋[帰りの時間]＝35分
　という式を作る。
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　両辺に最小公倍数の240をかける。

　3x＋4x＝8400　→　7x＝8400　→　x＝1200(m）

（答え）1200m
確かめ　行きの時間は1200÷80＝15分　帰りの時間は1200÷60＝20分


　行きと帰りをあわせて15＋20＝35分

【2】(ヒント)5時間30分＝5
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時間または
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時間。

（答え）15km
【3】（ヒント）32分＝
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時間。



（答え）10km
【4】[行きの時間]＝[帰りの時間]＋
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　　両辺に12をかけて

　　　3x＝2x＋6

　　　　x=6





（答え）6km
ポイント
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